
愛知県
板金工業組合

板平成３年１１月１５日 第２５６号１

金
額
で
刑
万
円
と
大
変

な
出
費
に
な
っ
た
。

こ
の
反
省
は
仕
事
中
に

も
っ
と
作
業
管
理
を
し

っ
か
り
し
な
い
と
い
け

な
い
。

４
天
気
の
不
順
で
工
事
が

遅
れ
た
。
こ
れ
は
工
事

が
始
ま
っ
た
９
月
６
日

か
ら
９
月
中
の
天
気
が

記
日
中
迫
日
も
雨
が
降

っ
た
こ
と
に
加
え
て
出

面
が
悪
か
っ
た
事
で
工

事
が
遅
れ
た
。
福
井
地

方
は
弁
当
忘
れ
て
も
傘

を
忘
れ
る
な
と
い
う
く

ら
い
雨
の
日
が
多
い
。

も
う
少
し
事
前
に
天
気

予
報
を
よ
く
調
べ
て
お

く
べ
き
で
あ
っ
た
。

以
上
が
工
事
現
場
責
任
者

で
あ
っ
た
前
田
訓
練
校
校

長
の
説
明
で
あ
っ
た
。

Ｉ
堵
鰹
経
肖
対
飛
委
貝
・
鷲

県
板
を
訪
問
し
た
。

ｎ
月
創
日
Ｊ
Ｒ
福
井
駅

に
細
井
県
板
笠
松
総
務
委

貝
壁
の
お
出
迎
え
を
う
け

巾
で
娼
分
ほ
ど
の
福
井
県

板
蛎
務
所
を
訪
れ
た
。

福
井
県
板
か
ら
は
千
秋

功
副
理
事
長
、
前
田
仁
勝

名
誉
理
甑
、
訓
練
校
校
長
、

荘
松
幸
郎
総
務
委
員
長
、

笠
島
幸
一
前
経
営
技
術
研

究
委
員
、
沢
田
幸
三
事
務

良
の
各
氏
が
出
席
さ
れ
、

沢
田
事
務
長
の
司
会
で
両

県
板
の
自
己
紹
介
に
始
ま

り
、
平
野
理
事
長
が
訪
問

の
趣
旨
を
説
明
し
議
題
に

入
っ
た
。
初
め
に
沢
田
事

務
長
か
ら
福
井
県
板
の
現

況
に
つ
い
て
、

福
井
県
板
は
一
支
部
５

名
ｌ
叩
名
で
躯
支
部
が
あ

り
、
即
蜘
長
１
名
・
副
理

予
定
日
の
２
．
３
日
前

に
電
話
連
絡
を
入
れ
て

お
い
て
も
当
日
は
来
る

か
来
な
い
か
解
ら
な
い
。

こ
の
点
は
工
事
を
各
支

部
に
分
担
し
て
責
任
を

持
た
せ
る
事
で
解
決
で

き
る
と
思
う
。

２
町
屋
ば
か
り
の
仕
事
を

し
て
い
る
人
も
野
丁
場

の
仕
事
し
か
知
ら
な
い

人
も
一
緒
に
な
っ
て
工

事
を
す
る
た
め
、
銘
々

が
ば
ら
ば
ら
の
考
え
で

能
率
が
悪
い
。

こ
の
点
は
作
業
前
に
施

工
手
順
を
し
っ
か
り
マ

ス
タ
ー
す
る
こ
と
で
解

決
で
き
る
。

３
手
直
し
が
一
番
問
題

施
工
後
の
検
査
で
手
直

し
が
出
た
。
延
べ
に
し

て
帥
人
工
に
も
な
り
、

活
路
開
拓
ビ
ジ
ョ
ン
の
調
査
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

『
事
業
活
動
の
合
理
化
・
シ
ス
テ
ム
化
と
新
市
場
の
開

拓
」
の
先
進
事
例
県
と
し
て
福
井
県
板
を
調
査
対
象
に

選
び
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
専
門
委
員
の
小
島
先

生
・
愛
知
県
板
平
野
理
事
長
・
石
原
経
営
対
策
委
員
長

塘
鰹
経
階
対
莱
委
只
・
駕
見
広
報
委
只
の
５
名
で
福
井

㎡
津
壱
・
・
ざ
鐸
癖
赫
．
・
呼
蕊
‐
へ
。
‐
．
‐
苧
“
・

活
路
開
拓
》
ビ
ジ
ョ
ン
調
査

つ
ぎ
に
週
休
２
日
制
導

入
に
つ
い
て
、
建
設
省
が

魅
力
あ
る
建
設
業
づ
く
り

の
た
め
、
公
共
工
事
の
完

全
週
休
２
日
制
を
試
行
す

る
事
に
な
り
福
井
県
で
は

衛
生
研
究
所
放
射
線
監
視

施
設
が
モ
デ
ル
工
事
と
な

っ
た
が
詳
細
に
つ
い
て
は

後
日
、
報
告
さ
れ
る
と
思

う
の
で
省
く
。

事
業
活
動
の
合
理
化
に

つ
い
て
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
を
利
用
し
て
見
積
書
の

作
成
や
在
庫
管
理
・
原
価

計
算
や
必
要
経
費
の
計
算

を
し
て
経
営
の
合
理
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
前
経
営

技
術
研
究
委
員
の
笠
島
氏

が
熱
の
入
っ
た
説
明
を
さ

れ
た
。
板
金
業
の
将
来
を

明
る
く
す
る
と
共
に
人
間

米
二
頁
へ
つ
づ
く

愛

て
い
る
。

委
員
会
は
総
務
委
員
会
、

指
導
訓
練
委
員
会
、
経
営

技
術
研
究
委
員
会
、
構
成

委
員
会
、
保
証
委
員
会
の

５
委
員
会
が
あ
る
。

組
合
員
は
、
９
月
現
在

細
名
で
あ
る
が
近
年
高
令

化
に
よ
る
廃
業
で
や
や
減

少
の
傾
向
に
あ
る
。

組
合
加
入
金
は
５
万
円

出
資
金
３
万
１
千
円
、
賦

課
金
は
毎
月
２
千
６
百
円

事
長
４
名
・
専
務
理
事
１

名
・
職
員
３
名
で
運
営
し

Ｉ

１
１
１

で
あ
り
、
才
以
上
で
組
合

在
籍
７
年
以
上
の
後
継
者

が
い
な
い
事
業
主
は
賦
課

金
が
免
除
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
組
合
加
入
と
同
時
に

労
災
保
険
に
も
加
入
す
る

よ
う
指
導
し
て
組
合
員
全

員
が
加
入
し
て
い
る
と
説

明
が
あ
っ
た
。
次
に
共
同

事
業
、
協
業
化
の
対
策
と

推
進
に
つ
い
て
、
前
田
指

導
訓
練
委
員
長
か
ら
、

福
井
県
板
は
㈱
淀
川
製

鋼
所
が
福
井
工
場
を
新
築

す
る
に
際
し
て
屋
根
や
壁

の
板
金
工
事
を
福
井
県
下

の
多
く
の
板
金
工
事
店
で

施
工
し
て
ほ
し
い
と
指
定

商
社
佐
渡
島
を
通
し
て
依

頼
が
あ
っ
た
。
県
板
で
協

議
検
討
し
、
な
る
べ
く
多

く
の
組
合
員
の
参
加
を
得

て
施
工
す
る
こ
と
に
し
た
。

現
場
ま
で
１
時
間
以
内

で
来
ら
れ
る
組
合
員
咽
支

部
ｕ
事
業
所
で
板
金
工
事

組
合
を
発
足
さ
せ
た
。
こ

の
工
事
は
屋
根
・
幅
ド
ル

ー
フ
叩
等
延
面
積
細
流
、

１
０

壁
ヨ
ド
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
Ⅱ

９

ワ
イ
ド
叩
他
畑
而
、
軒
天

池
而
で
工
期
平
成
元
年
９

月
ｌ
平
成
２
年
２
月
ま
で

０

で
延
べ
価
名
の
組
合
員
が

１

参
加
し
た
。
工
事
は
無
災

害
で
竣
工
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
こ
の
工
事
を
振

り
返
っ
て
問
題
点
が
幾
つ

か
あ
っ
た
の
で
今
後
の
工

事
に
生
か
し
た
い
。

１
予
定
人
数
の
確
保

別表

＞賃金と必要経費の基礎条件ぐ

１）年齢３６才～３９才家族＝妻と子供２人（小学生）計４人

２）経議年数板金作業２０年以上

３）年間総収入５５０万円（残業･休日出勤等を含む）

４）年間総稼働日数２５２日（休日等は次の通り）

５）賃金１日＝21,800円（基礎計算は次の通り）

６）営業経費１日＝13,100円

１日の賃金十営業経費＝34.900円＝35,000円

◎年間実働日数の出し方（平成３年度）

１）正月休１２／２９～1／４７日５）振替休日３日

２）お盆休８／１４～8／１６３日６）第２第４土曜日２４日

３ ） 日 曜 日 年 間 ５ １ 日 ７ ） 有 給 休 暇 ． １ ０ 日

４）祭日１２日８）研修３日

計７３日計４０日

休日の総合計１１３日１年365日一休日１１３日＝実働日数252日

◎年冊渥働時間

252日×８時間＝２，０１６時間年間2,000時間以内目標

◎賃金算出方法

５５０万円÷２５２日＝21,800円

◎営業経費の算出

税金･事務員の給料･トラックの償却･ガ･ﾉﾘﾝ代･廃材の処理費･消耗品

その他諸々 の経費を調査したところ従業員１人当り１日13,100円と

いう結果が出ました。

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話７３２－１２２６

発行広報委員会

０
－
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「
雨
。
屋
根
。

ｌ
屋
根
と

日
屋
根
は
本
来
雨
露
が
防

胆
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
か

月
っ
た
。
瓦
が
日
本
に
入
っ

ｕ
て
来
唯
動
は
恥
年
前
の
捌

年
年
に
百
済
（
朝
鮮
半
島
の

岬
一
部
）
か
ら
伝
わ
っ
て
来

平
た
。
そ
れ
ま
で
は
茅
葺
き

屋
根
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
仏
教
の
伝
来
と
共
に

瓦
も
伝
わ
っ
て
来
て
お
寺

の
屋
根
に
は
瓦
が
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

板
日
本
で
最
初
に
瓦
が
使

わ
れ
た
建
物
は
、
法
興
寺

一
で
剛
年
に
完
成
し
た
が
現

存
し
な
い
。
現
存
で
最
も

古
い
建
物
は
大
阪
の
四
天

王
寺
で
あ
り
郷
年
に
建
て

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
奈
良

愛
蝉
唖
需
塞
椿
詮
諦
嘩
畦
特

葺
か
れ
て
き
た
。
し
か
し

江
戸
時
代
の
初
期
に
、
現

在
の
よ
う
な
桟
瓦
が
発
明

(10）

ず

屋
根
。
水
」
を
考
え
る

ｌ
屋
根
と
材
料
Ｉ

ノ

次
回
は
金
属
屋
根
に
触

れ
て
み
た
い
。
鷲
見

尚
、
㈱
ク
ボ
タ
で
は
平

成
２
年
６
月
哩
日
カ
ラ
ー

ベ
ス
ト
発
売
釦
周
年
記
念

式
典
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ォ

ー
タ
一
一
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

に
伴
う
講
習
を
受
け
て
い

て
、
保
証
工
事
で
な
い
工

事
で
も
保
証
工
事
と
同
等

の
工
事
が
し
て
あ
っ
た
た

め
に
折
板
屋
根
の
被
害
は

少
な
か
っ
た
。
午
後
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た

財
務
管
理
や
経
営
合
理
化

を
行
な
っ
て
い
る
㈱
丸
合
、

多
角
経
営
を
目
指
し
た
臼

井
工
業
㈱
を
訪
問
し
た
。

福
井
地
方
は
雪
が
多
く

冬
は
屋
内
作
業
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
白
井

工
業
㈱
で
は
雪
の
多
い
冬

場
は
外
仕
事
が
で
き
な
い
。

し
か
し
従
業
員
を
休
ま
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め

タ
ク
ト
エ
事
も
請
負
っ
て

い
る
。
従
業
員
は
ダ
ク
ト

エ
事
も
、
一
般
板
金
工
事

も
ど
ち
ら
の
作
業
も
で
き

る
職
人
さ
ん
が
多
い
。
ま

た
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
や

洗
面
台
な
ど
の
住
設
工
事

も
手
掛
け
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

午
後
５
時
す
ぎ
福
井
を

後
に
し
て
調
査
を
終
え
た
。

鷲
見

さ
れ
る
ま
で
は
本
瓦
葺
き

ば
か
り
で
あ
っ
た
。

屋
根
に
瓦
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
も
武
家
屋

敷
と
か
お
寺
だ
け
し
か
使

わ
れ
ず
、
分
不
相
応
と
い

う
こ
と
で
一
般
家
屋
に
は

葺
く
こ
と
が
許
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
江
戸
の
町
に

も
茅
葺
き
屋
根
が
多
か
っ

た
。
こ
の
た
め
火
事
も
多

く
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸

の
華
」
と
言
わ
れ
た
。

師
年
明
暦
の
大
火
、
振

１
り
袖
火
事
と
も
言
わ
れ
、

江
戸
の
町
が
ほ
と
ん
ど
焼

け
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら

茅
葺
き
屋
根
に
は
土
を
塗

る
よ
う
防
火
対
策
を
と
る

よ
う
に
な
っ
た
。

徳
川
８
代
将
軍
吉
宗
は

そ
れ
ま
で
町
人
の
瓦
葺
き

を
禁
じ
て
い
た
も
の
を
、

補
助
金
ま
で
出
し
て
瓦
葺

き
へ
の
転
換
を
進
め
た
。

そ
う
し
た
防
火
対
策
の
た

め
、
町
の
中
で
は
茅
葺
き

屋
根
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
。

昭
和
弱
年
建
築
基
準
法

が
制
定
さ
れ
、
第
蛇
条
で

建
物
の
屋
根
は
不
燃
材
料

で
つ
く
り
又
は
葺
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
先
月
号

で
書
い
た
よ
う
に
草
葺
き

屋
根
に
は
鉄
板
を
か
ぶ
せ

と
言
え
る
ｃ

；
米
一
頁
よ
り
つ
づ
く

ら
し
い
生
活
と
希
望
の
あ

る
将
来
を
考
え
れ
ば
別
表

の
よ
う
な
１
日
の
賃
金
・

経
費
が
必
要
で
あ
る
。

昼
食
を
取
り
な
が
ら
９

月
訂
日
の
台
風
姐
号
の
被

害
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
伺

っ
た
。
台
風
廻
号
は
北
陸

地
方
に
も
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
福
井
地
方

で
は
今
、
波
板
が
不
足
し

て
い
る
。
６
尺
が
欲
し
い
、

７
尺
が
欲
し
い
と
云
っ
て

も
希
望
通
り
波
板
が
手
に

入
ら
な
い
。
特
に
傘
釘
は

品
切
れ
で
手
に
入
ら
な
い

そ
う
だ
。
屋
根
が
飛
べ
ば

応
急
修
理
に
は
波
板
が
一

番
て
っ
と
り
早
い
か
ら
。

飛
ん
だ
屋
根
は
瓦
屋
根

の
ほ
か
、
瓦
棒
の
屋
根
が

多
く
こ
れ
は
保
証
制
度
以

前
に
施
工
さ
れ
た
屋
根
で

あ
る
。
屋
根
が
飛
べ
ば
施

工
し
た
板
金
店
の
恥
で
は

な
く
、
板
金
業
者
全
体
の

恥
で
あ
る
が
福
井
県
板
は

保
証
工
事
の
実
績
も
多
く

組
合
員
全
員
が
保
証
工
事

る
よ
う
に
な
っ
た
。

瓦
と
言
え
ば
一
般
的
に

言
え
ば
粘
土
を
瓦
の
形
に

作
り
焼
い
た
も
の
を
言
う

が
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い

セ
メ
ン
ト
瓦
が
あ
り
近
年

で
は
石
綿
瓦
が
あ
る
。

昭
和
釦
年
代
名
古
屋
市

内
に
市
営
住
宅
が
い
た
る

所
に
建
て
ら
れ
た
、
木
造

住
宅
・
簡
易
耐
火
平
屋
住

宅
お
よ
び
２
階
建
て
住
宅

合
計
で
畑
戸
の
屋
根
が
セ

メ
ン
ト
瓦
で
葺
か
れ
て
い

た
。
現
在
で
は
簡
易
耐
火

構
造
２
階
建
住
宅
を
わ
ず

か
に
残
す
だ
け
で
、
ほ
と

ん
ど
高
層
耐
火
住
宅
に
建

て
替
え
ら
れ
て
い
る
た
め

姿
を
消
し
た
。

瓦
屋
根
や
茅
葺
き
屋
根

の
他
に
は
、
日
本
建
築
の

ひ
わ
だ

屋
根
を
代
表
す
る
桧
皮
葺

き
が
あ
る
。
ひ
の
き
の
樹

齢
ｍ
ｌ
帥
年
の
鬼
皮
だ
け

を
は
ぎ
、
７
１
８
年
後
に

真
皮
を
は
ぎ
葺
き
材
に
使

う
桧
皮
は
厚
さ
胆
ｌ
肥
”

長
さ
布
ｍ
・
幅
略
”
に
揃

え
て
使
う
。
葺
き
足
は
軒

先
で
９
ｍ
・
中
央
部
で
吃

叩
・
棟
の
ほ
う
で
は
必
加

が
一
般
的
な
葺
き
足
で
あ

る
。
こ
れ
を
竹
釘
を
使
っ

て
野
地
板
に
止
め
て
い
く
。

お
よ
そ
釦
枚
重
ね
に
な
る
。

９
月
訂
日
の
台
風
岨
号

の
風
で
大
被
害
を
受
け
た

広
島
の
厳
島
神
社
も
桧
皮

葺
き
で
あ
る
。
桧
皮
葺
き

屋
根
、
４
１
如
年
に
一
度

カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
に
ま
で
手

を
出
さ
な
か
っ
た
た
め
か

カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
を
葺
く
板

金
店
は
少
な
か
っ
た
よ
う

だ
。

我
々
板
金
業
者
が
本
格

的
に
手
掛
け
る
様
に
な
っ

た
の
は
昭
和
伽
年
代
後
半

か
ら
で
、
昭
和
印
年
代
に

人
っ
て
一
気
に
広
が
っ
た

桟瓦

葺
き
変
え
る
必
要
が
あ
り

最
近
で
は
長
野
の
善
光
・
寺

本
堂
の
桧
皮
屋
根
が
蝿
年

か
ら
５
年
間
か
け
て
葺
き

変
え
ら
れ
た
。

国
宝
ま
た
は
国
指
定
重

要
文
化
財
建
造
物
に
か
ぎ

り
、
建
築
基
準
法
第
犯
条

は
除
外
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
ス
レ
ー
ト
葺
き

だ
が
、
普
通
ス
レ
ー
ト
と

言
う
と
石
綿
ス
レ
ー
ト
を

さ
し
て
い
る
様
だ
が
、
ス

レ
ー
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地

方
で
葺
か
れ
て
い
た
屋
根

材
で
珪
酸
質
粘
板
岩
を
厚

さ
６
伽
ぐ
ら
い
に
は
い
で

使
う
天
然
石
の
こ
と
を
言

う
。
日
本
に
は
明
治
の
初

め
に
入
っ
て
来
た
様
だ
。

日
本
で
天
然
ス
レ
ー
ト
が

産
出
す
る
の
は
、
宮
城
県

桃
生
郡
雄
勝
町
で
あ
り
、

サ
イ
ズ
は
縦
捌
加
×
幅
Ⅷ

抑
厚
さ
６
ｍ
に
切
り
揃
え

葺
き
足
を
Ⅷ
伽
と
し
て
２

本
の
釘
で
野
地
板
に
止
め

る
。

愛
板
畑
号
で
紹
介
し
た

名
古
屋
市
市
政
史
料
館
の

屋
根
も
、
こ
こ
で
取
れ
た

天
然
ス
レ
ー
ト
を
使
用
し

て
い
る
。

石
綿
ス
レ
ー
ト
の
多
く

は
波
形
に
成
型
さ
れ
て
工

場
の
屋
根
や
壁
に
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
久
保
田
鉄

工
が
す
で
に
ア
メ
リ
カ
で

は
普
及
し
て
い
た
カ
ラ
ー

ベ
ス
ト
を
米
国
ジ
ョ
ン
ズ

マ
ル
ビ
ン
社
と
技
術
提
携

し
て
「
平
形
屋
根
ス
レ
ー

ト
」
を
昭
和
弱
年
旭
月
に

発
売
し
た
。
そ
れ
か
ら
は

カ
ラ
フ
ル
な
カ
ラ
ー
ベ
ス

ト
が
住
宅
の
屋
根
に
も
葺

か
れ
る
様
に
な
り
、
最
近

で
は
天
然
ス
レ
ー
ト
に
似

た
屋
根
材
が
発
売
さ
れ
て

い
る
。
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
の

生
産
販
売
が
軌
道
に
乗
っ

た
の
は
昭
和
妃
年
か
ら
で

最
初
の
頃
は
建
材
店
や
瓦

工
事
店
が
工
事
を
施
工
し

て
い
た
Ｏ

私
た
ち
が
材
料
を
仕
入

れ
て
い
る
鉄
鋼
二
次
製
品

の
問
屋
さ
ん
が
カ
ラ
ー
ベ

ス
ト
を
扱
う
様
に
な
っ
た

の
は
昭
和
鳴
年
に
沼
津
市

の
㈱
植
松
康
男
商
店
（
現

在
は
㈱
植
松
）
が
最
初
で

植
松
商
店
か
ら
の
紹
介
で

中
部
地
方
で
は
昭
和
妬
年

か
ら
名
古
屋
の
㈱
池
田
商

店
や
福
井
県
の
㈱
北
川
商

店
（
現
在
は
㈱
北
川
）
が

扱
う
様
に
な
っ
た
。

し
か
し
施
工
業
者
で
あ
る

板
金
店
は
本
業
の
板
金
工

事
が
高
景
気
に
し
く
、
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あ
る
日
突
然
「
ク
ラ
ス

会
を
開
き
た
い
の
で
打
合

せ
に
集
ま
ら
な
い
か
」
と

小
学
校
の
同
級
生
か
ら
電

話
が
あ
り
、
二
日
後
楽
し

み
に
出
か
け
て
行
く
。
会

う
と
同
時
に
今
何
し
て
い

る
と
い
っ
た
話
。
話
が
ク

ラ
ス
会
の
打
合
せ
に
入
り

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
ま
と
ま

り
、
ｎ
月
５
．
６
日
に
西

浦
温
泉
で
開
催
す
る
事
に

決
っ
た
。
地
元
の
小
学
校

を
昭
和
羽
年
に
卒
業
し
て

師
年
に
な
る
。
当
時
弱
人

だ
っ
た
級
友
の
う
ち
男
Ⅲ

人
女
９
人
が
集
ま
っ
た
。

集
合
場
所
は
、
そ
の
頃
の

面
影
を
全
く
残
し
て
は
い

な
い
が
小
学
校
前
と
す
乱

集
合
時
間
と
共
に
懐
か
し

い
顔
が
揃
う
。
な
か
に
は

名
前
と
顔
が
一
致
し
な
い

例
年
行
な
わ
れ
ま
す
、

こ
の
大
会
に
愛
知
県
の
ダ

ク
ト
板
金
の
一
技
能
士
と

し
て
参
加
し
た
、
愛
知
県

か
ら
各
職
種
の
技
能
士
加

名
の
出
席
者
が
あ
り
、
今

回
の
大
会
参
加
者
は
約
Ⅷ

名
で
あ
っ
た
。
開
催
場
所

は
東
京
都
千
代
田
区
麹
町

の
東
修
会
館
で
午
前
加
時

主
催
者
の
全
国
技
能
士
会

連
合
会
道
正
邦
彦
会
長
、

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会

平
賀
俊
行
理
事
長
の
挨
拶

の
あ
と
小
里
労
働
大
臣
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
形
ど
お

り
進
み
、
午
前
中
、
技
能

士
の
現
況
と
本
大
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
全
技
連

保
田
常
務
理
事
よ
り
説
明

が
あ
り
、
活
動
に
つ
い
て

日
本
建
築
大
工
技
能
士
会

小
杉
昭
一
理
事
、
全
国
調

理
技
能
士
会
連
合
会
小
倉

米
雄
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

釦
分
に
亘
り
報
告
が
行
な

わ
れ
、
午
前
の
部
を
終
了

し
た
。

午
後
は
職
種
別
分
科
会
、

。
第
一
分
科
会

（
一
般
職
種
全
体
総
括
）

・
第
二
分
科
会

（
建
設
関
係
職
種
）

・
第
三
分
科
会

（
機
械
関
係
職
種
）

・
第
四
分
科
会

（
繊
維
関
係
職
匝
）

第
但
回
全
国
技
能
士
大
会
に

参
加
し
て

J釦一Ｍメミ閏八J｡日上目八J｡日息ＪＪ狙烏Ｊ』二目くふ』弓小Jﾕ－Ｖ目に酉ノ

に
分
か
れ
て
行
な
わ
れ
た
。

建
設
職
種
分
科
会
で
は
、

咽
時
よ
り
辿
時
印
分
ま
で

日
本
塗
装
工
業
会
伊
藤
富

栄
理
事
、
関
東
建
設
イ
ン

テ
リ
ア
事
業
協
同
組
合
吉

田
幸
雄
理
事
、
全
国
コ
ン

ク
リ
ー
ト
圧
送
事
業
団
体

連
合
会
長
尾
信
夫
常
務
理

事
の
３
氏
の
意
見
発
表
が

な
さ
れ
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
た
。

①
技
術
を
支
え
る
技
能

②
技
能
士
の
役
割

③
組
織
の
充
実

④
関
係
機
関
と
の
連
携

⑤
建
設
現
場
の
改
善

⑥
技
能
者
の
意
識
改
革

⑦
人
材
の
育
成

③
技
能
競
技
大
会

⑨
今
後
の
業
界
の
在
り
方

⑩
大
企
業
圭
琴
と
の
連
携

、
行
政
に
対
す
る
取
組
み

⑫
技
能
士
の
処
遇

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
、
助
言
者
で
あ

る
労
働
省
職
業
能
力
開
発

局
技
能
振
興
課
吉
田
技
能

検
定
官
か
ら
発
言
内
容
に

つ
い
て
適
切
な
助
言
が
あ

り
時
間
一
杯
行
な
わ
れ
た
。

特
に
技
能
士
の
処
遇
、
人

材
の
育
成
、
今
後
の
業
界

の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
は

印
象
深
く
感
じ
た
。
妬
時

か
ら
は
、
三
菱
総
合
研
究

所
代
表
取
締
役
牧
野
昇
氏

人
、
街
で
す
れ
違
っ
て
も

全
々
判
ら
な
い
人
な
ど
、

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
に
年
輪

を
経
て
印
才
の
オ
ジ
さ
ん

オ
バ
さ
ん
と
い
っ
た
と
こ

ろ
。
車
３
台
に
分
乗
し
て

目
的
地
へ
。

ホ
テ
ル
に
着
く
と
ま
ず
部

屋
の
冷
蔵
庫
か
ら
ビ
ー
ル

を
取
り
出
し
、
久
し
振
り

の
再
会
に
乾
杯
〃
，
始
め

は
２
１
３
人
で
飲
ん
で
い

た
が
次
第
に
増
え
て
ち
ょ

っ
と
し
た
小
宴
会
と
な
る
。

暫
く
し
て
恩
師
山
部
先
生

の
挨
拶
で
会
が
進
行
。
始

め
は
お
互
の
思
い
出
話
を

し
て
い
た
が
会
が
進
む
に

つ
れ
て
カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ン

ス
と
盛
り
上
が
り
何
十
年

来
会
っ
て
い
な
い
の
に
親

友
と
い
っ
た
親
近
感
が
わ

く
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

又
何
年
後
に
か
ク
ラ
ス
会

を
開
こ
う
と
い
う
事
に
。

次
回
を
楽
し
み
に
閉
会
し

た
。
中
川
港
福
田

が
「
７
恥
る
経
済
．
変
わ

る
経
営
」
と
題
し
た
特
別

講
演
で
熱
弁
を
振
る
わ
れ

た
。
そ
の
あ
と
、
先
程
ま

で
行
な
わ
れ
た
職
種
別
分

西
三
板
金
連
合
会
青
年
部が

真
諭
、
〃
建
水
″
が
板

厚
昭
の
銅
板
で
し
た
。

初
日
は
、
金
槌
・
木
槌
等

道
具
の
直
し
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
自
分
は
建
水
を

選
択
し
ま
し
た
が
、
絞
り

加
工
を
行
う
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
、
ど
こ
か
ら
手

を
付
け
て
い
い
の
か
分
ら

ず
困
り
ま
し
た
。
ま
ず
コ

ン
パ
ス
で
直
径
帥
粥
の
円

（
建
水
の
底
に
な
る
部
分
）

を
書
き
「
う
す
』
で
底
を

た
た
か
な
い
よ
う
に
周
囲

を
曲
げ
ま
す
。
こ
の
後
『
ぼ

う
ず
』
で
絞
っ
て
い
く
わ

西
三
青
年
部
は
、
昨
年

に
続
き
本
年
も
岡
崎
技
術

工
学
院
に
於
て
技
能
向
上

訓
練
を
実
施
し
た
。
昨
年

の
課
題
は
〃
吊
り
灯
範
〃

本
年
は
〃
茶
筒
″
及
び
〃
建

水
″
お
茶
の
道
具
で
し
た
。

参
加
者
は
、
神
谷
定
幸

部
長
を
は
じ
め
岨
名
、
講

師
に
は
杉
浦
彰
先
生
を
お

願
い
し
た
。
訓
練
日
程
は

８
月
聖
日
・
８
月
弱
日
。

９
月
１
日
・
９
月
５
日
．

９
月
７
日
・
９
月
⑫
日
．

９
月
皿
日
．
９
月
肥
日
の

８
日
間
、
材
料
は
〃
茶
筒
″

日
頃
は
、
組
合
事
業
に
ご
協
力
下
さ
い
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
局
は
枢
月
釦
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
６
日
側
か
ら
平
常
勤
務
と
な
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ク
湯
賦
容
寮

・
巳
Ｆ
‐
‐
ｒ
‐
ｆ
司
胃
．
昭

科
会
報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
の

座
長
が
報
告
し
、
大
会
決

議
案
が
採
択
さ
れ
て
午
後

５
時
閉
会
し
た
。

副
理
事
長
村
上
章

凶

け
で
す
が
、
，
、
か
な
か
立

ち
上
が
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

何
回
も
焼
き
な
ま
し
を
行

い
、
杉
浦
先
生
の
手
直
し

を
受
け
て
、
な
ん
と
か
格

好
が
つ
き
ま
し
た
。
ま
た

当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ

た
「
ふ
た
」
を
作
る
こ
と

に
な
り
、
物
が
小
さ
い
の

で
な
め
て
掛
か
っ
た
ら
こ

れ
が
絞
れ
な
い
。
結
局
先

生
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

最
終
日
に
内
側
の
半
田
鍍

金
と
硫
化
着
色
を
行
い
完

成
し
た
作
品
の
前
で
、
記

念
写
真
を
撮
っ
て
終
了
し

た
。

こ
の
訓
練
は
普
段
や
っ

た
こ
と
の
無
い
事
を
勉
強

で
き
る
の
と
、
作
品
を
完

成
す
る
事
で
自
分
に
自
信

が
付
き
、
大
変
有
意
義
で

あ
る
と
思
う
。

こ
↑
豊
田
松
井

板

″
組
合
事
務
局
の
年
末
年
始
〃
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秋
も
深
く
な
り
、
数
回

訪
れ
た
台
風
の
後
始
末
に

追
わ
れ
、
猫
の
手
も
借

り
た
い
な
ど
と
口
走
る
今

日
こ
の
頃
で
は
な
い
か
。

や
は
り
人
手
不
足
は
深
刻

な
問
題
と
し
て
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
の
は
我
々
の

業
界
の
み
な
ら
ず
、
全
産

業
界
に
云
え
る
事
と
思
う
。

さ
て
、
建
設
業
に
撹
わ

る
我
々
は
、
労
働
時
間
の

短
縮
の
問
題
が
急
速
に
浮

上
し
て
い
る
今
日
、
そ
れ

ら
に
就
い
て
探
究
し
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

建
設
業
に
於
け
る
当
面

の
労
働
時
間
の
短
縮
目
標

は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

推
移
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
建
設
業
の
労
働
時

間
が
長
い
最
大
の
要
因
は

週
休
２
日
制
の
普
及
率
が

低
く
、
週
休
日
が
少
な
い

事
に
あ
る
こ
と
、
又
一
週

法
定
労
働
時
間
に
つ
い
て

⑬
時
間
労
働
制
の
実
現
に

向
け
、
段
階
的
短
縮
が
図

ら
れ
つ
つ
あ
る
事
を
踏
ま

え
、
将
来
に
向
っ
て
週
休

２
日
制
の
普
及
促
進
を
最

重
点
目
標
と
し
て
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
と
し
、
現

場
が
店
社
に
比
べ
制
度
面

に
於
い
て
も
、
改
善
が
遅

れ
て
い
る
事
に
鑑
み
、
特

に
現
場
の
改
善
に
重
点
を

》
一
灘
灘
一
灘
議
灘
鍵
一
議
霧
一
議
灘
繍

ジ

ジ
ン
ク
ス
は
生
き
て
い

た
。
６
月
か
ら
首
位
に
立

っ
た
好
調
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
。

ド
ラ
キ
チ
に
と
っ
て
連
日

の
勝
ち
戦
に
ビ
ー
ル
の
味

も
一
段
と
美
味
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
８
月
の
終
り
頃
に

は
３
年
ぶ
り
の
優
勝
絶
対

間
違
い
な
し
。
好
景
気
の

追
い
風
で
経
済
効
果
も
い

っ
そ
う
大
き
く
な
る
と
思

い
込
ん
で
い
た
。

所
が
、
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。

９
月
に
入
り
思
い
も
か
け

な
い
苦
月
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

連
日
の
負
け
戦
で
ド
ラ
キ

チ
、
イ
ラ
イ
ラ
が
つ
の
る

ば
か
り
。
ビ
ー
ル
の
味
は

ほ
ろ
苦
く
変
わ
っ
た
。

あ
れ
だ
け
快
調
に
走
っ
た

ド
ラ
軍
団
な
の
に
、
つ
い

に
首
位
の
座
を
明
け
渡
す

事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

熱
血
男
星
野
監
督
の
最
後

の
年
を
優
勝
で
飾
れ
な
か

っ
た
の
は
、
返
す
が
え
す

も
残
念
で
な
ら
な
い
。

来
年
こ
そ
、
高
木
新
監
督

の
指
揮
の
も
と
、
ナ
ゴ
ャ

球
場
で
の
胴
上
げ
を
見
せ

て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

十
月
二
十
九
日
脚
晴

二
五
六
号
編
集
会
議

委
員
六
名
出
席

午
後
五
時
終
了

会
場
に
集
合
、
翌
日
の
飾

り
付
け
を
し
な
が
ら
搬
出

方
法
な
ど
を
打
合
せ
た
。

又
開
催
期
間
は
名
古
屋
の

各
支
部
長
が
そ
れ
ぞ
れ
割

当
て
ら
れ
た
日
に
会
場
で

相
談
、
製
品
の
説
明
な
ど

Ｐ
Ｒ
に
当
っ
た
。

中
川
港
棚
橋

戸
令
二
」

置
い
て
推
進
さ
れ
る
事
に

な
る
の
で
は
。

◎
週
休
２
日
制
の

普
及
促
進
／

平
成
４
年
度
迄
に
於
て

４
週
６
体
制
を
実
現
し
、

そ
の
後
速
や
か
に
完
全
週

休
２
日
制
に
移
行
さ
れ
る

事
に
な
る
だ
ろ
う
。

又
、
既
に
４
週
６
体
制

以
上
の
週
休
２
日
制
を
採

用
し
て
い
る
事
業
所
に
あ

っ
て
は
、
で
き
る
限
り
早

期
に
完
全
週
休
２
日
制
の

実
現
を
図
ら
れ
る
計
画
を

さ
れ
る
事
が
望
ま
れ
る
。

尚
、
週
休
２
日
制
は
原

則
と
し
て
土
日
連
続
全
休

制
と
す
る
事
が
望
ま
し
い
。

◎
連
続
休
暇
の
普
及
・

拡
充
等
／

年
末
・
年
始
・
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
及
び
夏
季

の
連
続
休
暇
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
程
度
以

上
に
拡
大
を
計
画
。

尚
、
建
設
業
に
あ
っ
て

は
、
年
次
有
給
休
暇
制
度

の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
事

に
鑑
み
、
速
や
か
に
適
正

な
制
度
の
整
備
を
図
り
、

取
得
率
の
向
上
と
積
極
的

に
消
化
で
き
る
様
な
制
度

を
取
り
入
れ
る
事
が
望
ま

し
い
の
で
は
。

◎
時
間
外
労
働
の
削
減
／

建
設
関
係
は
交
通
事
情

頓
剣
窺
博
浄
斑
薄
凝
等
聡

１

又
諸
事
情
に
よ
っ
て
労
働

時
間
が
長
く
、
当
面
は
釦

％
程
度
の
削
減
を
目
指
し

尚
、
場
合
に
お
い
て
所
定

の
週
休
制
度
が
実
質
的
に

確
保
さ
れ
る
様
に
休
日
労

働
を
極
力
抑
制
す
る
様
に

配
慮
が
必
一
妾
と
な
る
。

◎
発
注
者
の
理
解
と

受
注
条
件
の
改
善
／

労
働
時
間
は
工
期
等
の

発
注
条
件
に
大
き
く
規
定

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

所
得
水
準
の
維
持
と
受
注

条
件
の
改
善
も
な
さ
れ
、

営
業
力
を
強
化
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
他
、
企

画
力
や
技
術
力
を
向
上
さ

せ
る
と
共
に
品
質
の
高
度

化
や
工
期
の
厳
守
な
ど
を

期
す
必
要
が
あ
る
と
云
え

よ
う
。

『
い
い
仕
事
（
建
造
物
）

を
残
す
た
め
に
／

活
力
あ
る
労
働
環
境
づ

く
り
に
ご
協
力
下
さ
い
』

◎
週
休
二
日
制
導
入
を

進
め
て
い
ま
す

週
休
二
日
制
や
連
続
休

暇
制
を
折
込
ん
だ
〃
ゆ
と

り
〃
あ
る
工
期
を
設
定
し

て
下
さ
い
。

◎
工
事
量
の
平
準
化
を

お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
の
工
事
量
の
季
節

変
動
を
少
く
す
る
様
、
工

事
の
発
注
や
施
工
時
期
を

調
整
し
て
下
さ
い
。

◎
安
全
確
保
に
努
力

し
て
い
ま
す

労
１
火
害
を
起
こ
さ
な

＝

業
の
発
注
者
に
御
理
解
を

得
る
様
に
努
め
て
下
さ
い
。

沼
津

（
夢
Ｔ
－
－
Ｚ
幸
一
一
、
一
ム
ム
ノ
』
『
、
グ
ー

板
ご

Ⅱ

（
の
の
時
所

例
数
日
場

（
ｇ

恒
多
・
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Ｊ
Ｉ
Ｌ
一
一
一
ｙ
ｊ
Ｌ
－
－
－
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－
７
Ｊ
Ｌ
二
一
Ｊ
Ｉ
Ｌ
一
二
Ｊ
Ｉ
Ｌ
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一
Ｉ
Ｉ
Ｌ
一
一
一
，
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，
ｊ
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Ｉ
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二
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Ｉ
Ｌ
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新春セミナーー案内１
恒
例
と
な
っ
た
、
名
古

屋
ま
つ
り
協
賛
の
職
人
展

が
、
如
月
ｎ
日
よ
り
週
日

ま
で
の
３
日
間
中
小
企
業

振
興
会
館
２
階
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
展
示
会
で
、
展
示
・

実
演
・
即
売
・
相
談
・
市

民
参
加
コ
ー
ナ
ー
等
盛
り

沢
山
の
催
し
で
開
催
さ
れ

た
。
愛
知
県
板
・
名
古
屋

連
合
会
も
参
加
、
中
川
港

支
部
犬
飼
氏
の
実
演
、
組

合
員
が
製
作
し
た
作
品
の

展
示
な
ど
会
場
の
雰
囲
気

を
盛
り
上
げ
た
。

Ⅲ
月
ｎ
日
は
祝
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
平
野
理
事

い
様
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

〃
ム
リ
″
の
な
い
施
工
に

配
慮
し
て
下
さ
い
。

以
上
の
こ
と
を
、
各
企

こ
の
道
ひ
と
す
じ

第２５６号

長
・
早
川
専
務
・
加
藤
副

会
長
・
棚
橋
が
叩
４
時
に

△
編
集
後
記

Ｉ恒例の板金セミナーを下記の通り開催致します。Ｚ
【多数のご参加をお待ちしています。 ７
［ 了
【・日時平成４年１月２６日（日）午前１０時開会１

【午前の部 了
『 午後の部講演＝漫画家富永一郎氏４
『 Ｚ

新春福引き
［

〔・場所愛知県産業貿易会館西館１０Ｆ大会議場【

名古屋市中区丸の内３－１－６ １

〔富く０５２＞２３１－６３５１ ７
ｉｉ

;･筆250‘関(昼食福引つ≦） １

４．申込各支部長まで会費を添えて申し込んで〔
『 ７下さい。

Z 1

Z米今年度から、板金セミナーを愛知県板金工業ｉＩ
Ｚ組合技能士会が後援することとなりましたのｊＩ

ｊＩで､技能士会の皆さんのこ協力をお願いしま７
ァす。 Ｉ

ＩＬ!Ⅱ-11へｌＩＩｒ~,11~,,1-1,~川へⅡト,,,『~１１１－Ⅱ－，，－Ⅱへ11,～,ト川／


